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要旨  

県内企業の（有）冷熱技研は，廃タイヤを利用しノたリサイクル材を用いた舗装材を間葦竺∵販売仏教設   

する企業である。これまでも独自Cりチャネルを適してヶ衝撃吸収性や透水性に優れたリサイク／ン材を伴   

いた舗装材の商品間発を展開してきた℡ しかしヲ公共1二弓i二における従来ふ≡…との価格競争の問題や5巾湯   

ではまだ新しい素材として位置づけられているリサイクル素材が将束どのような社会的要求∴㍉て献で   

きるのか計りにくいという漠然とした不安を持ってし＼た．そこでラリサイクル素材を用いた舗装材を社   

会的に価値ある製品として認識してもらうため，、当センターーと 商ポー開発を行った仇  

頂。はじめに   

企業がデザインプロセスを取り入れた商品間発の一  

連の流れを実践することにより，企業の商品企周能力を  

高めることを目指Lて，外部アドバイザーーと共同で二邑うセ  

ンター′が支援を行った．「乱品開発を行うにあたり，企業び〕  

担当私企業をアシストする県内デザイナータ外部アドバ  

イザー一，当センター，職員をメンバし一と したワー′′ノキンググ  

ルーープを構成したち  

企業はパ楕晶辟膵∬）プロセスで得た考えノノを実践するこ  

とで ブ タライアントやエンドユーーザに‘ミキび’〉を与える⊥  

うな商品化常可能習三を新たに発見しブロf場にマッチする  

開発要素を洗い出しフ新しい商品間発の計画を立てた（商  

品間発のプロセス 酌，糾，再5）。  

Tat）ie2 商品開発のプロセス  

製品の素額田製造工程、猛術開発体制q市場などの様々  

な問題点について環㈲脛事項を理解する  

難儀磯温熱新郎摘醸   

涜采む3壊涜職率でぅ，ふはどうき昌1を奮い対応す牒藩境豆  

課業潜燥三党やふの壊態を観察する  

奪3質素絡出番ぎ貴史、鼠   

緩々な制約条件徽理解と現実職観察から得た結果を踏   

まえて開発コンセプトを設定する  

浮轟観摩線駿   

開発コンセプ㌢＞▲から商品イヒの可能性萬姦るも爵を選び   

具体イヒに取り撼み々ながら技術と澄】謬ゝジデーニノ〆ゲを行う  

離牒済溌灘磯   

参カ円盤業療今後関南品開発計画を立て、さらに商品ノ？ヒ   

爵ためのアイデアをブ・う、ジミ〆○－ア・ジプさせてゆく   

Tat）1elワーキングゲル」プ構成  
ll l、、、、、、 
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望．商品間発靡欝専巨雪ギ隷   

企業を核としたリー－一キンググルレプでは∴企莞㍉）問題  

や不安を解決する商品間登の実践に取組んだ。企業が開  

発上体とした舗装材は，新しい素材を利用した製品のた  

め、従来品との価格による競争にあわないという問題を  

， 杓っていた。そこでツーーキンググループでは，介二業が開  

発主体とした舗装材がおかれる歩行環境を第一にヂ享摘草し｝  

歩くい「移軌する」という経験をデザインという観点か  

ら見崩す作業に取組んだ（商品開発のプロセス 勘プ豊2）。  
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3▲ 商品間発済プ澤ビ恕。謁   

3．一喜 素覇理解戯プ茫セス   

舗装材烏㍉ゴムチップ（黒ゴムチップは廃タイヤリサ  

イクル材，カラーゴムチップはバし一ジンゴムを使用）の表  

層と）建築廃材からなる骨材層の2層の異素材を一体化  

成形した製品で7 透／れ隼や衝撃一吸収性に優れた特徴を符  

／ ，   

製品垢凋頼）一つである水を通し易い理由として～2つ  

の異なる素材の形状が共にイこ定形の粒形状でパ出け表面  

にバインダし一を付帯させてブレス成形を行っても粋が壊  

れずに 一体化されタブロツク内部に多数の空洞をつくる  

ことによる．一方，衝撃吸収性が良いとされる舛酎こはブ  

ブロック表面のゴム素材が適度なクッションとなり∴歩  

行時の衝撃を和らげていることにある．   

ワーキンググルー川プでは∴透水性や衝撃吸収性に優れ  

た特徴を持つ舗装和がヲどのような経験や効果をもたら  

すのか，製！浮一構造とその素材粁性に着日し，身の回りの；Lij  

来客や自分烏身び）経験を重ねて）考えられる素材イメーー  

言〃中から，巌も特徴的なもこ7〕を絞り込′んだ けうguり】   

さらに）府．㌧もが指ノ〕素材特性や素材特性が効果を発揮  

すると考えられる対象賞▲，および設置場所の想定を行い，  

様々な製品アイデアを導いた（Flg．2）。作業を適Lて，  

開発対象の舗装材は，優れた衝撃吸収性や磯水性から，  

歩行者の保護や安全性への効果が，そしノてリサイクル材  

活用に上る環境適令件の高さ等，封二全的に受り入れられ  

る要素を充分併せ持つ商ふであることを軒認識し，社会  

♂）要求に応えられる商「㌍1の優イ1ンニ性（顧客に向けての言葉  

による商品情報や競合商ぶとR社製「冒∫ぴ）デールタ比較）の  

見度しを行うこととLた．   

ニの素材理解の作業と並行して，現状げ〕ノ企業環境（社  

会環應L社や環境ヲF行場B販売磐素など）分析をキJ∴いざこの  

リー「クショップで取組む繭L【－／，阻発の内容宣は，企業ク〕既  

存市場や単独技術卜▲体成形，色彩再現件など）をも活か  

すといった条件を軌鋸隠発のポイントとして盛り込んだ。   

3．2環境理解のプ日セ呆   

ワし－キンググルし→プでは∴ひとりひとりが製品の帯オ  

れる環境を積極的に理解し，繭［肘謂発の辛がかりとする  

た軋まちに出かけて牒ほ雄状況や人の状態の観照を行  

った（F亘g∴う）．そして観察で知り得た情報や気付いた物  

事プ新しいアイデア等をワ＼〟一クンヨッブに持ち寄り，具体  

的な確描一開発の廻み立てに役＼′′二てた．  

敬音僅かある  

防苫性が高い  

防蛮性  

耐震性  

色彩か豊富   

変型か自由  

成形が自由  

弾性による結合性（絶立に適する）  
こわれにくし＼  

隔  てもケガを  

．訂つかつても持っている   

感触が艮い  座ってもクッション性が良い  

高齢者や子供に良い  
保還性が姦る  

菜種感が良く環境適合性が高い  

リサイクル／環機適合性が麗し＼   

リユース鮒 済垂委棄…亘∋  
すべりにくい   

H針1ゴム（ラノく－一）げ）素材特性と絞込んだも♂）  

妊婦、こども、高齢者  
障害者、病気のA等  

ヒト  

ノ  
ッ            ＼  

L _1 

＝針3歩行′空間を様々な角度で観察した際げ）写車資料  

3．3要素撼出慶ヨプ罠七鼠   

ワ、－キンググルー爪プでは∴製ぷ－の特徴や素材凝性を念  

頭におきながらヲ商品の設置が想定される場やノ歩行環境  

の伏況チ人の状態などの観察から得た「安七性」「安心  

感」歩きやすさ」といった基本条件を多方面に擾える  

人テーーーマ㌣安全な歩道。り（水平面の移動／Llj坂雪の移軌／  

快適なバスストップエリアのデザイン）を設定し／た。  

ニれによっr∴商晶開発を行おうとする歩行環境がノ匡半  

面の移動だけでなく地形〃）状態や気象状況∬懐化も兼ね   

（索詩才特性）耐衝撃性、  

透水性、強性、畷薫  
夕 雲警ゝ竺警 

、 

【  
場等  

性、防音性、保温僧、L＞∨．，，r  
すべりにくし、、色彩 セル㌔  
再現性、保水性（凝  
結しない）等  

製品アイデア  

ガーデニンゲまわり／屋上緑化／危険防止  

などの遊異奮わり／防音効果、吸音効果の  
蕾審問係／ストリ～…一トファニチャ′／アス  

リ仙卜向けの常発展覇／休憩したい人海け  
の開発展開など   

針2製品と封虜圧トGこ亡ノ¢ノミとの関係と製ぷ一案  
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3．5 商品化計画   

企業は，而品開発プロセスの′実践を総て，1隼Hにあ  

たる2州：う牛に試作と製ふ化技術の評価をキ」二いざ2003年内  

に商込㍍二L二様を決定，翌2（抑4年から生産を開始する計何を  

立てることができた。さらにノナ後，封二内でこぴ）商，旧刊発プ  

ロセスを確立しっ商品イヒの可能什を更に発展さ－せる計画  

である。  

備えていることク歩行（移動）の延長として歩行空間に付  

加されるバスストップエリアとい／つた機能との関連性章）  

捉えることで，点こがりのあるアイデア出しを行うことが  

できた．この結果を整理し，製言古開発に必要な技術，及び  

デザイン要素を抽出Lた（王Tig。4）．また，これらの作業  

からワーキンググル・一〉ソドプが取組む商．㌧～】開発は，抽出され  

た要素を単体の商ぷアイテムグ）開発に置き換えるのでは  

なく，そ♂）製．昇一自体の使い方の規則や方針を方「占1付ける  

ような『安全な歩道』の歩行環境を提供できる】人｝容とす  

る開発コンセプトを導いた。加えてク製品の基本ス／ぺック  

を「歩行」「施工」，「管理」といった視点で考察しj  

商品企画書及び商品什様を紫えた．  

1∴∴宗，1iこ．，∴．．；∴   ＼、：∴－‘‘  

H甘牒 ラバーーチップ製げ）インフカメーションサイン  
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穏．まとめ   

企業の手ぎド㌢首においてほフ当初予想もしなかった軋〔こ1  

開発の思牒とプロセスを実践することで，商品間華能力  

を鍛え，／ナ後の南紀．」化計画をつくることができた，  

／ト後企業ではラこの短期間で修得した億晶－一問発プ守セ  

スをこれからの両肘開発においても継続しながら，社会  

環境や企業環境などの状況に応じてぅ企業独自の商品開  

発プロセスに作り上げてゆく意向である‥去た，いく／Jか  

取組んだ其体策をさらにブラッシュアップしプ近く開催  

される展示会や見本市での糞よ∵説得に相応Lいと考え  

られる顧客へのプレゼンテーーションを行いアユーザの反  

応を調査することになった．   

このデザイン開発事例は，平成1′空 隼度デザイン経営  

資源化事業として，1日 U間〝〕ワーーれクショツフ（平成1′壬  

咋9月 ほ口昭平成㍑年：i月 巨壬［りで行われた章、〝）であ  

る．事業終了後は，企業が独自の商Lル礪発プ工セスを継  

続していけるよう企業の商品開発の支援を行／二〕ていきた  

し＼  
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戦轡㌔   篭函ダ   

Fig4抽出された技術及びデザイン要素   

3，4試作検証   

ワし－キンググルー・・■フつで は，複数ある開発コンセプトの  

甲から，商晶化の可能性のあるもの卜及び技術的に着手可  

能なコンセプトを選択し，成形ムー法などの検討を重ねて5  

いくつかアイデアを具体化した（‡Tig。5とFうg。6）．企業  

は，アイデアの具体化の過程を繰り返しながら成形技術  

とのマッチングを行った。  

Flg．5試作品について庖丁技術者から意見をヰ〕らう  
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